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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（伊藤  仁） 皆さん、おはようございま

す。 

 おそろいになりましたので、定刻より大分早いで

すけど、もう早速、総務委員会を開会したいと思い

ます。 

 それでは、一般質問、今回はコロナ議会と言われ

ておりますが、一般質問の対応、大変ご苦労さまで

ございました。今日は、総務委員会ということで、

さらに詳しくお伺いすることになろうかと思いま

すので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 当局から説明補助員として塚本税務課長補佐を

出席させたいとの申出があり、これを許可しており

ますので、ご了承願います。 

 本日の議事進行についてですが、総務委員会審査

と予算決算委員会に係る総務分科会審査を適宜切

り替えて行います。また、委員の皆さんは、総務委

員会次第とは別に、審査のため、資料をお配りして

おります。それぞれ右肩に議案番号を記載しており

ますので、それを見ながら審査をお願いいたします。 

 委員の皆さん並びに当局の皆さんは、質疑、答弁

に当たりましては、要点を押さえて簡潔明瞭に行っ

ていただき、スムーズな議事進行にご協力をお願い

します。 

 なお、委員会並びに分科会の発言は、委員長、分

科会長指名の後、マイクを使用して課名と名字を名

乗ってから行っていただきますようにお願いをい

たします。 

 それでは、議事に入ります。座って失礼をいたし

ます。 

 それでは、これより、３、協議事項、（１）付託・

分担案件の審査について、ア、委員会審査に入りま

す。 

 まず、報告第１１号、令和元年度豊岡市土地開発

公社の決算についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書の２４

ページをご覧ください。議案書の２４ページでござ

います。よろしいでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） はい、どうぞ。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、報告第１１号、

令和元年度豊岡市土地開発公社の決算についてご

説明いたします。 

 本件は、地方自治法の規定により、報告するもの

でございます。 

 なお、本決算は、５月１２日の土地開発公社理事

会で認定後、市長へ報告があったものでございます。 

 ２８ページをお開きください。１、事業報告書の

（１）総括事項です。令和元年度は、令和元年度も

ですけれども、事業資産の取得及び処分はともにあ

りませんでした。したがいまして、令和元年度末の

事業資産保有高は、面積が３７万５，８２８．７平

米、金額が１億６，７９７万４，８５５円で、前年

度と変更ございません。また、これに現金及び預金

を加えた資産合計は２億５，８４４万７，０５５円

です。 

 次に、経理です。損益計算では、事業収益、事業

原価ともゼロ円で、事業総損益もゼロ円となってお

ります。事業総損益から販売費及び一般管理費１８

２万５，８８８円を差し引いた事業損失は１８２万

５，８８８円ということでございます。この事業損

失に事業外収益３，２３８円を加えた経常損失であ

り、また、当年度の純損失は１８２万２，６５０円

ということになりました。 

 続きまして、３４ページをご覧ください。３４ペ

ージの財産目録でございます。こちらは、公社が保

有します財産を全てまとめたものでございまして、

正味財産が計上されております。右側の３５ページ

の貸借対照表と併せてご覧いただきたいと思いま

す。 

 資産につきましては、１の流動資産で、（１）現

金及び預金が９，０４７万２，２００円、それから、

不動産につきましては、（３）の公有用地というの

が八代・小河江の用地でございます。その下、（４）

代替地というのが旧自動車教習所の残地というこ

とになり、資産合計では２億５，８４４万７，０５

５円でございます。この数値は、３５ページの貸借
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対照表の資産合計及び資本合計と符合いたしてお

ります。 

 それから、３６ページをご覧いただきたいと思い

ます。３６ページには損益計算書、３７ページには

キャッシュ・フロー計算書をつけておりますので、

また後ほどご清覧をいただきたいと思います。 

 次に、３８ページ、３９ページでございます。こ

ちらが、公社が現在保有している資産の状況でござ

います。（４）の公有用地が、先ほど申し上げまし

た八代・小河江の周辺開発整備事業用地ということ

で、３７万５，３０４平方メートル、（５）の代替

地につきましては、都市計画事業の代替用地という

ことで、旧自動車教習所の残地で５２４．７平米と

なっております。 

 ４０ページ以降には、現金及び預金明細書等、そ

れから、４３ページになりますけれども、監査報告

書となっております。こちらにつきましてもご清覧

いただきたいと思っております。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ３８ページに資産の主立った

ものが載っておるんですけど、八代・小河江の土地

がほぼ全てと言ってもいいぐらいですね。たしかこ

こは、国交省のしゅんせつ残土とか、いろいろ処分

に活用されてきたと。それは、いつから始まって、

いつまでなのか、まだ継続中なのか、まず、そこを

教えてください。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） この土地の取得が、その

３８ページの資産区分の下に１９という数字が入

っておりますけども、これが取得年度ということで、

平成１９年度に取得しておりますので、平成１９年

度、この取得以降に円山川のしゅんせつ土を持って

きているということでございます。しゅんせつのい

わゆる残土といいますか、を持ってくる事業は既に

終わっておりますけれども、整地のほうがまだ行わ

れている状況です。国交省のほうに確認しましたと

ころ、今年度、２０２０年度で管理用道路の整備を

含む全ての工事が完成する予定であると伺ってお

ります。ただ、聞きますところによると、繰越しの

可能性もあるというようなこともございまして、事

業全体では一応今年度末で終了予定ということで

ございます。以上です。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。これ、土地の

利用について、国交省とはどんな契約というか、残

土処分したら立米当たりとかで何ぼかもらえるも

んなのか、それから、今言われた整地の工事も費用

はどこが負担してるのか、それを教えてください。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） ちょっと詳しい資料、今

こちらに持っておりませんので、契約の形まできっ

ちり分かってはいませんけれども、もともとの市有

地、それから、土地開発基金が持っている土地、土

地開発公社が持っている土地があるんですけれど

も、それぞれ使用料とかを頂いてはおりませんし、

国交省が直接そちらに土を運び込まれて、整地も国

交省持ちでやっていただいているというようなこ

とでございます。以上です。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。整地の工事が

年度を越すかもしれないという、そういう含みを考

えると、裏返したら、この土地開発公社というもの

も最低維持していかないと駄目ということ、そうい

う理解でよろしいですか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 今回、５月１２日に土地

開発公社の理事会でこの件についても協議いたし

ました。やはり解散の理由としましては、国交省の

工事も全て終了したのでという枕言葉というんで

すか、そういったのが確定してから解散すべきかな

という意見が出たところでございます。ですので、

議会のこの委員会等でも早期の解散をと言われて
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いますけども、取りあえず工事が終わってから、そ

れ以降に手続を進めるのであれば進めたいなとい

うふうに考えております。以上です。 

○委員長（伊藤  仁） ほかにございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議ありませんので、報告第１１号は、了

承すべきものと決定しました。 

 次に、第７６号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） ４４ページをご覧くださ

い。７６号議案といたしまして、物件購入契約の締

結についてご説明いたします。 

 本件につきましては、消防団に配備しております

資機材のうち、更新の目安としております１５年を

経過している消防ポンプ自動車３台と小型動力ポ

ンプ積載車２台、それから、同じく更新の目安とし

ております２０年を経過している小型動力ポンプ

１台について、老朽化等に伴い、消火活動に支障を

来すおそれがあることから更新を行うものです。契

約方法は指名競争入札、契約金額は７，４５８万円

で、その他は記載のとおりでございます。 

 簡単ですけども、説明は以上でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっと２点ほどなんですけ

ど、今、１５年と２０年という話が出たんですけど

も、聞き逃したんだけども、１５年はどういったも

のに適用される。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 消防ポンプ自動車、それ

から小型動力ポンプ積載車につきましては、艤装メ

ーカー等から示されている更新目安というのが一

つ、１５年というのがございまして、使用頻度とか

老朽度を考慮して、実際にはおおむね２０年を経過

しない範囲で更新するように決めております。それ

から、小型動力ポンプなんですけども、こちらにつ

きましては、ポンプメーカーが示す使用基準だとか、

部品の供給期間等を考慮いたしまして、一応更新目

安を２０年としておりまして、そうはいっても２５

年ぐらいまでには更新をしたいというような、一応

の決まりを設けております。以上でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） ありがとうございます。 

 もう１点、最近見てると、ＣＤ－１というこの型

の消防ポンプ自動車がかなり更新をされてるんで

すけれども、これは例えば地域なり、あるいは各消

防団の意向、そういうものも踏まえて、こういった

ものに替えられてるんか。というのが、ＣＤ－１と

いうと、かなりでかい図体で、機動力も発揮できる

んだけれども、地域によっては若干機動力を発揮す

るのに、例えば狭い路地をクリアせないかんとか、

あるいは密集地なんかで水源確保にちょっと難が

あるというふうな話も聞いてはいるようなんで、そ

ういったことに関して、地域と、あるいは各消防団

との、更新時期になったら、話合いみたいなことは

されてるんかどうか、その点、ちょっとお聞かせく

ださい。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今の件なんですけども、

実は出石消防団なんかなんですけども、一つ例に取

りますと、以前は積載車で更新をされてたんですけ

ども、２０１８年の９月に出石消防団のほうから、

消防車両の更新に当たっては、やはり消防水利の不

足の関係であったりとか、そういったことから、や

はり消防力の強化という面で、小型動力ポンプより

は消防ポンプ自動車をというようなことで、要望な

んかもいただいて、積載車だったのをポンプ自動車

に替えたりというようなこともございます。また、

積載車のままというところは、あらかじめそういっ

た更新のときにご意見をお伺いさせていただいて、

そのまままた同じようなタイプでというようなこ

とのお話があって、それで、そういった形にしてお

るというようなことですので、それぞれご意見をお
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伺いした上で更新を図っているというのが実際で

ございます。以上でございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） 分かりました。十分にその辺

の意見を聞いて、また更新に当ててください。 

 それから、もう１点だけ、すみません、ちょっと

しつこいけど、最近、今の普通免許が４トンから８

トンまでの中型いうんか、何かその辺のところがで

きて、例えば、最近新しく若い人たちが入ってきて

も、例えばオートマ専用の限定の免許だったり、あ

るいは２トンまでしか乗れないとか、何かその辺の

かなりの制約があって、もう一回取り直さないかん

ようなことを聞いてるんですけど、その辺の状況に

関してはいかがでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 実は今の議員ご指摘の準

中型自動車の運転資格の取得のために補助制度を

設けてはいるんですけども、今のところ、そういっ

た議員言われたようなお話も聞いたりはするんで

すけども、そういったことで、その制度を使って、

免許を取り直すというようなことの実績はまだご

ざいませんですけども、一応そういったことに対応

できるように、制度を設けておりますので、もう少

しＰＲというのもしていかないといけないと思っ

てるんですが、そういったことで対応はしていきた

いと考えております。以上です。 

○委員（嶋﨑 宏之） 分かりました。団員確保、本

当大変なんで、若い方々にも、人数少なくなってき

ていると思いますけれども、団員確保にやっぱり大

きな武器になるので、しっかりと……（「どれぐら

いの補助が出とるか聞いてよ」と呼ぶ者あり）すみ

ません。どれぐらいの補助が。 

○委員長（伊藤  仁） はい。 

○防災課長（原田 泰三） 一応、補助率は１０分の

１０ということで、２１万５，０００円程度という

ことになるだろうという金額を聞いておりますの

で、そういったことで算出はしております。内容な

んですけど、普通自動車の運転免許を有している団

員、また、中型免許とか、そういったものを準中型

免許を取得している団員であって、オートマチック

車に限定されている方とか、そういったような要件

は設けているというようなところでございます。 

○委員（嶋﨑 宏之） どうもありがとうございまし

た。 

○委員長（伊藤  仁） よろしいですか。 

○委員（嶋﨑 宏之） はい。 

○委員長（伊藤  仁） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと教えてください。ポ

ンプのこの新規のときも、相手契約者は鳥取の方な

んですけども、この後、導入された後、メンテとか

何かありますよね。メンテナンスするというときに

は、多分車体の部分と消防の部分、ちょっと違うん

かも分かりませんけども、地元の方がやられるんで

すか。それとも、やっぱりここの吉谷機械のほうに

連絡されておるんでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 実際購入するのに当たり

ましては、ここのメーカーで艤装の分も車両の分も

一括してということで契約するわけなんですけど

も、物によっては、そういった吉谷機械さんに直接

来ていただいて、ポンプですので、やっぱり精密な

ものですので、なかなか特殊の艤装がありますので、

そういったところに直接ご連絡をさせていただい

て、修理に来ていただいたりとかというようなこと

をしてるんですけども、実際の車検とか、そういっ

たものにつきましては、入札によって市内の業者さ

んにしていただいているというのが、自動車につき

ましては、そういう状況でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと入札の業者、参加業

者を、ずっと見てたら、地元の業者というのが本当

１社ぐらいやったかな、ほとんどもう大阪だとか、

福知山とか、あっち側の方の業者だったので、地元

でそういう扱ってるところがないのかなという、ち

ょっと確認だけさせてもらいました。それで結構で

す。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 
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 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今、議員ご指摘のとおり、

地元の業者さんというのは１社ということだと思

います。艤装の関係だとか、いろいろと装備を各分

団に使い勝手に合わせていろいろ注文したりとか

ということになりますので、やはりなかなかメーカ

ーさんでないと、そういう対応をしていただけない、

実際にはしていただけないというのが実情だとい

うふうに考えております。以上です。 

○委員（岡本 昭治） 結構です。ありがとうござい

ます。 

○委員長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ちょっと関連して、メーカー

というのは、車両部分のメーカーと、それから艤装

というんですか、架装というんか、特殊車両にする、

上乗せする、例えばごみ収集車やったら、新明和と

か、そういうところがやってるんですけど、似たよ

うな仕組みで車両を仕入れて、そこを加工するメー

カーがあって、この出てる吉谷機械さんは多分代理

店的な立場なのかな。ここで製造はしてないと思う

んですよ。今、岡本議員言われたように、ちょっと

不具合が出たりしたときの修繕だとか、そうなると、

せめて近いところにそういった技術を持っている

代理店なりを確保しとくべきかな。緊急車両なんで

ね、あんまり半月も一月も待たされると具合悪いか

な。そんなんも含めて、製造するところ、それから

販売するところのいろいろ仕組みなんかはどの程

度つかまれているのかなというのがちょっと気に

なったんですけど、分かりましたら、教えてくださ

い。 

○委員長（伊藤  仁） 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） すみません、正しく答え

れるかどうかは別として。小型動力ポンプだけだっ

たら、例えば市内の業者さんでもできるんじゃない

かという話もあると思うんですけども、確かに単体

であれば、業者さんでも可能なんですけども、先ほ

どもちょっと申し上げましたように、実際、消防自

動車に積むのに当たって、いろんな改造を必要とし

ますので、そういったことの精密ないろんなことの

課題を考えますと、やはり艤装を行っている大手メ

ーカーに依頼したほうが信頼性の面でまさってい

るのではないかという考えを一つ持っております。 

 それから、あと、小型動力ポンプと、例えば積載

車なんかにつきましても、やはり一括して入札をし

たほうが、それぞれ単体で入札するよりも費用的に

は抑えられるのではないかという考え方も一つある

ものと考えております。 

 それから、今回も落札されました吉谷機械さんな

んですけども、鳥取市が本社ということなんですけ

ども、一応豊岡市にも北兵庫営業所というのを設け

られておりまして、技術者なんかは鳥取から来るの

かもしれませんけども、やはり消防自動車という緊

急性の高い性質の資機材ですので、極力そういった

ことは素早くスピーディーに対応はしてくださって

いるのではないかというふうに思っております。ち

ょっと答えになっているかどうか分かりませんけど

も、以上でございます。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。 

 あと１点だけ、この吉谷機械製作所という会社は、

艤装をする会社という理解でいいんでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 原田防災課長。 

○防災課長（原田 泰三） 大手の製造メーカーとい

う位置づけでございます。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第７６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定いたしました。 
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 次に、第７７号議案、物件購入契約の締結につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 中古谷豊岡消防署長。 

○豊岡消防署長（中古谷康彦） それでは、議案書の

４５ページと本日お配りしました資料を併せてご

覧ください。よろしいでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） はい、どうぞ。 

○豊岡消防署長（中古谷康彦） 第７７号議案、物件

購入契約の締結についてをご説明申し上げます。 

 本案は、豊岡消防署城崎分署のはしご付消防自動

車を１３メートルブーム付消防ポンプ自動車に更

新するものであり、契約方法は指名競争入札で、契

約金は１億４５０万円でございます。 

 説明は以上でございますが、言葉では分かりにく

い点があると思いますので、本日お配りしました資

料でイメージしていただければと思います。 

 そのほかにつきましては、記載のとおりでござい

ます。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） １点は、はしご車からブーム

付車に替えることのメリット、例えばデメリットは

少しあるけど、メリットのほうがこんだけ大きいと

か、もしありましたら説明をお願いします。 

○委員長（伊藤  仁） 中古谷豊岡消防署長。 

○豊岡消防署長（中古谷康彦） 高さ的には今までの

１５メートル級に代わりまして、１３メートルとい

うことなんですけども、写真をご覧いただいたら分

かると思いますけども、以前のはしご消防車という

のは、アウトリガーといいまして、ジャッキ、この

部分を横に張り出して使うようになってました。し

かし、今回の１３メートルのブームにつきましては、

そのままの状態でジャッキアップができるという

ことで、より災害の建物に近づいた状態で作業がで

きることになり、１５メートルと遜色なく活動でき

ます。また、はしご車の点検とブームの点検でいき

ますと、２０年使用した中で、約３，６００万円の

コストダウンということになるということで、この

ブーム式ということに決定しました。以上でござい

ます。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） もう１点、さっきと同じ質問

なんですけど、西垣消防さんは、このブーム車の製

造メーカーですか、それとも、代理店的な事業所な

のか、どっちでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 中古谷豊岡消防署長。 

○豊岡消防署長（中古谷康彦） 西垣消防ですけども、

北兵庫の代理店、モリタ消防ポンプの代理店という

ことになっております。以上でございます。 

○委員（足田 仁司） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 石津委員。 

○委員（石津 一美） この契約の金額なんですけど

も、この金額より実際の定価の金額というのが分か

れば教えてほしいんですけど。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 中古谷豊岡消防署長。 

○豊岡消防署長（中古谷康彦） 定価の金額ですけど

も、しばらくお待ちください。見積りを取って決定

しておりますので、定価というのはございません。 

○委員（石津 一美） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） よろしいですか。 

○委員（石津 一美） はい。 

○委員長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） 今年も消防本部の出初め、見

せていただいたんですけれども、そのときもたしか

こういうブームつきのあれが入ってたんじゃない

の。あれ、違うのか。（「はしご車」と呼ぶ者あり）

あれははしご車なの、そう。（「豊岡のはしご車」

と呼ぶ者あり）豊岡のはしご車。じゃあ、このブー

ムつきというのは、今度、初めて入るということで

すか。（「はい」と呼ぶ者あり）はい、分かりまし

た。 

○委員長（伊藤  仁） もういいですか。 

 ほか、ございませんか。 
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 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第７７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第８０号議案、豊岡市職員の特別勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 山本人事課長。 

○人事課長（山本 尚敏） それでは、議案の４８ペ

ージをご覧ください。第８０号議案、豊岡市職員の

特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

制定についてご説明をいたします。 

 本案につきましては、新型コロナウイルス感染症

により生じた事態に対処するための感染症防疫作

業に従事する職員の特殊勤務手当の特例を定めよ

うとするものでございます。 

 内容につきましては、５０ページをご覧ください。

５０ページの条例案要綱によりましてご説明いた

します。 

 改正の内容ですけども、新型コロナウイルス感染

症により生じた事態に対処するための防疫作業に

従事する職員の特殊勤務手当の特例を定めること

としております。具体的な内容につきましては、こ

の作業に係る手当の額として、１日につき３，００

０円とし、患者の身体に接触して行う作業等につい

ては、１日につき４，０００円とすることとしてお

ります。 

 次に、附則ですけども、附則では、施行期日につ

いて、公布の日からとし、改正後の感染症防疫作業

に従事する職員の特殊勤務手当に係る規定につい

ては、令和２年５月１日から適用するとしておりま

す。 

 説明につきましては以上です。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 今説明のありました日額３，

０００円とか４，０００円とかいう金額なんですけ

ども、これは多分国からの勧告か何かあったんです

かね。それとも、県のレベルでやってるのか、ちょ

っと他市町見てみると同じようなとこばっかしだ

って、県またぐとちょっと違ったので、県単位で動

いてるんでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 山本人事課長。 

○人事課長（山本 尚敏） 金額につきましては、国

家公務員と同様にしております。国家公務員につい

ては、３月にこの特殊勤務手当についての特例につ

いて定められまして、施行されております。それに

合わせるという格好にしております。 

○委員（岡本 昭治） 以上です。ありがとうござい

ます。 

○委員長（伊藤  仁） 以上ですか。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 附則に公布の日から施行し、

５月１日から適用するとあるんですけど、今のやり

取りの中に国は３月に決めて、国は４月から施行と

いうか、適用というか。この５月１日に決めた何か

わけがあったら教えてください。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 人事課長、山本課長。 

○人事課長（山本 尚敏） 施行の日は、遡って５月

１日からとしております。これにつきましては、豊

岡市で感染の実例の報告がないということがござ

いましたので、遡って５月１日にしておけば、適用

については十分だろうということの判断でしてお

ります。本市で、この条例、特例を定めるというこ

とにつきましては、４月２１日付で総務省のほうか

ら各地方公共団体においても病院とか、各施設に患

者を収容するケースが出てくる中で、国と同じよう

に、地方公共団体においても、適切に対応するよう
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にという文書が発出されまして、それに基づいて、

今回の改正の作業を５月に進めたということでご

ざいますので、その時点で、本市につきましては、

発症の事例がございませんでしたので、そういうこ

とにさせていただいております。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） じゃあ、明確な根拠じゃなく

て、この辺りでよかろうと。極端に言うたら、６月

１日でもよかろうということ、その程度の理解でい

いですかね。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 山本人事課長。 

○人事課長（山本 尚敏） 実際にこの改正の案をつ

くっていましたのが５月に入ってから、５月中であ

りましたので、その時点で感染の発症者がないとい

うことで、５月１日ということにさせていただきま

した。 

○委員長（伊藤  仁） ほかにございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第８０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定をしました。 

 次に、第８１号議案、豊岡市行政手続等における

情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正

する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 中奥情報推進課長。 

○情報推進課長（中奥  実） ５２ページをご覧く

ださい。第８１号議案、豊岡市行政手続等における

情報通信の技術の利用に関する条例の一部を改正

する条例制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、行政手続等における情報通信の技術の利

用に関する法律が改正されたことに伴い、関係する

条例について所要の改正を行うものです。 

 説明については、５５ページをご覧ください。条

例案要綱により行います。 

 改正の内容として、１つ目は、題名を豊岡市情報

通信技術を活用した行政の推進等に関する条例に

改めること、（２）では、条例等に基づく手続等に

ついて、情報通信技術を利用する方法により行うた

め、必要な施策を講ずるよう努めるものとすること、

（３）では、その他所要の規定の整備を行うことと

しております。 

 附則において、この条例の施行日を令和２年７月

１日からとすること、また、豊岡市固定資産評価審

査委員会条例においては、法律名等を引用する部分

の改正を行い、公布の日から施行することとしてお

ります。 

 説明は以上です。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第８１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第８２号議案、豊岡市市税条例等の一部を

改正する条例制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） ５９ページをご覧くださ

い。それから、本日配付しました資料、右肩に８２

と書いてある資料も併せてご覧ください。資料につ

きましては、説明の中ほどでご覧いただくことにな

ります。 

 第８２号議案、豊岡市市税条例等の一部を改正す
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る条例制定についてご説明いたします。 

 本案につきましては、地方税法の改正及び新型コ

ロナウイルス感染症等に係る特例等に伴う規定の

整備のため、所要の改正を行うものです。 

 内容につきましては、条例案要綱で説明いたしま

す。主なものを説明いたします。７０ページをご覧

ください。 

 １の（１）では、豊岡市市税条例の一部改正（１

条関係）の改正の中のアとイにつきましては、ひと

り親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、

婚姻歴の有無による不公平と男性のひとり親と女

性のひとり親の間の不公平を同時に解消するため

の改正です。個人市民税において非課税措置の対象

から寡夫を除き、前年の合計所得金額が１３５万円

以下であるひとり親を加えます。婚姻歴の有無にか

かわらず、生計を一にする子を有し、前年の所得金

額が５００万円以下のひとり親を所得控除の対象

となることを定めています。ウでは、固定資産税に

おいて、調査を尽くしても所有者が一人も明らかに

ならない資産について、使用者を所有者とみなして

課税することを定めています。この場合は、その旨

を事前に使用者に通知することになります。エでは、

市たばこ税において、０．７グラム未満の葉巻たば

この税率の引上げを定めています。段階的に引き上

げますが、ここでは、令和３年９月までの間を規定

しており、下段に移っていただきまして、一番下の

イのところです。そこでは、令和３年１０月には紙

巻きたばこと同額にすることを定めております。そ

れでは、少しまた上に戻っていきまして、カです。

カでは、固定資産税において、附則第１０条及び第

１０条の２で、新型コロナウイルス感染症緊急経済

対策における固定資産税に係る税制上の措置を定

めています。 

 附則１０条は、読替規定によるものとなるため、

条文からは分かりにくいので、資料でご説明をさせ

ていただきます。先ほどご紹介しました資料をご覧

ください。条例の仕組みにつきましては、固定資産

税の課税標準を定めた市税条例第６１条中に第８

項で、地方税法に基づく特例を定めておりまして、

今回、その第８項の中で新型コロナウイルス感染症

緊急経済対策に関する軽減を追加するものでござ

います。この資料の裏面をちょっと先に見ていただ

きますと、それが国の地方税法の附則で、今回、固

定資産税の特例について定められた条文でござい

ます。その条文に定められているとおり、市でも特

例をするというような条例の成り立ちになってお

ります。非常に長い条文で分かりにくいので、表に

戻っていただきまして説明をさせていただきます。 

 まず、地方税法附則第６２条に係るものにつきま

しては、既にあります制度の生産性革命の実現に向

けた固定資産税の特例措置の拡充と延長を規定し

ております。特例内容につきましては、３年間、対

象固定資産税の課税標準額をゼロにするというも

のでございます。このゼロにすることにつきまして

は、附則１０条の２第１８項でゼロにすることを定

めております。現行制度と改正内容を書いておりま

す。右側が改正内容でございます。内容につきまし

ては、対象資産に事業用家屋と構築物が追加された

こと、それから、下のほうです、期間が令和４年度

まで、２年間延長となりました。右の囲いの米印３

つ並べております、一番下なんですけど、そこに書

いてありますように、認定先端設備等導入計画に位

置づけられたものが対象となり、その認定は、環境

経済課が行うこととなります。 

 次に、下の段です。地方税法附則第６１条に基づ

く特例についてです。新型コロナウイルス感染症の

影響により、事業収入が減少した中小企業者等に対

する固定資産税の軽減措置です。軽減内容は、表の

とおりで、令和３年度分の固定資産税を軽減します。

手続に当たりましては、認定経営革新等支援機関等

の認定を受けて申告いただくこととなります。申告

時期につきましては、１月１日から３１日までの申

告の期間に申告していただくということになり、ま

た、年末近くになりますと、対象の前年度に申告、

課税させていただきました事業者さん等には説明

をさせていただく予定にいたしております。 

 それでは、議案書の７０ページに戻っていただき

ます。キにおきましては、軽自動車税において環境
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性能割の税率を１％軽減する特例措置の適用期限

を６か月延長し、令和３年３月３１日までに取得し

たものを対象とすることを定めています。ケでは、

新型コロナウイルス感染症等に係る徴収猶予の特

例における所要の改定を定めております。７１ペー

ジをご覧ください。７１ページのウにおきましては、

個人の市民税において、新型コロナウイルス感染症

の特例法に定める指定行事のうち、市長が指定する

ものの入場料等の払戻し請求権を放棄した場合は、

寄附金控除の適用とすることを定めております。そ

の他、地方税法等の一部を改正に伴いまして、市税

条例の一部について所要の規定の整備をしようと

するものです。 

 ２の附則におきましては、この条例の規定を区分

し、それぞれ施行期日を定めております。 

 なお、７２ページから１１９ページまでに新旧対

照表を添付しておりますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 足田委員。 

○委員（足田 仁司） ７０ページの要綱のところな

んですけど、１の（１）のウのところで、調査を尽

くしても所有者が明らかとならない資産について

は、こちらとしたら、その土地の使用者を所有者と

みなして課税することができる、そこは理解できる

んですけど、使用者の、何か納税するに当たって、

その見返りというか、メリットみたいなものは。こ

の書きぶりだと、もし事業をやってたら、自分の名

義でもないから、土地を融資受けるときの担保にも

使えないとかになったまんまで、税金だけ取られる

というのは、何かもう一つすっきりせえへんやろう

なと。何かその使用者をちょっと守るような、そう

いう向きの手だてというのは全く考えられてない。

普通、所有者がなしってなったら、国有財産として

何か没収されるような、それは話でしか聞いてない

ですけど、そういうこともあるのか、何かちょっと

微妙な感じがするんですけど、国の財産として没収

もしないし、宙ぶらりんのまんまで使用者に税金だ

け肩代わりせえというふうに見えちゃうんで、何か

使用者を保護じゃないけど、何か使用者にも何かメ

リットみたいなのはないのか、その辺も含めて、ち

ょっと何かあれば教えてください。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） ご質問の内容について、

こちらが持ち合わせている資料では、使用者への配

慮というようなところで、特に申し上げるような記

載というのはないです。事前に調査するということ

で、所有者がいないということを調査した上で、使

用者の方にもその旨をお伝えして、課税をするとい

うことになります。そもそも所有者がいらっしゃら

ない土地を活用されているという時点で、その方に

税を負担していただくというような趣旨での改正

ということで、その使用者に対するメリットという

ようなことについてはうたってない状態でござい

ます。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 趣旨はよく分かるんですけど、

何かもう一つ、この人は、所有者は永遠に固定資産

税だけを払い続けるというのは、本当にいいのかな

と。何かその人に、じゃあ、あんたが所有してくだ

さいというところまで適正価格で買ってもらうと

か、そういうのは含まれてないんですね。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 今こちらで分かってる範

囲では、購入というような手だてまでというところ

については、記載がない状態ですので、税を頂くと

いう範囲内での改正ということになります。 

○委員長（伊藤  仁） 足田委員。 

○委員（足田 仁司） 細かいところですけど、所有

者が一人も明らかとならないというのは、誰がどん

なふうにして確認するんでしょうか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 確認は税務課がすること

になりまして、住民基本台帳、あるいは戸籍等の公
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簿の調査をかけ、使用者と思われる方、その他の関

係者への質問等を踏まえて、所有者を確定していく

という作業になります。 

○委員長（伊藤  仁） よろしいですか。 

 ほか、ございませんか。 

 奥村副委員長。 

○委員（奥村 忠俊） 今質問の少し続きですけども、

最後の答弁聞いとると、全然分からないというよう

なことになるんですけど、しかし、知っておられる

ところもあると思うんですけども、大体どれぐらい

の数が豊岡市ではあるように思っとられますか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） ちょっと今のところ対象

になる数については、手元に資料を持ち合わせてお

りません。 

○委員長（伊藤  仁） 奥村副委員長。 

○委員（奥村 忠俊） 資料はないけども、その数は

もう分かってるわけか、大体。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） まだこの改正に伴いまし

ての調査までいかないんですけど、当たりをつける

というような作業もまだできていない状態でして、

実際どのぐらいの数になるかということについて

は、これからということになります。 

○委員長（伊藤  仁） 奥村副委員長。 

○委員（奥村 忠俊） 言われることは分からんこと

はないですけど、対象があるからこれをつくろうと

いうことになっとると思うんで、結構あるだとか、

知ってるとかいう、そういうことは、そういう担当

の職員の人たちというのは、分かってる部分という

のはあるんちゃうかと思うんですよ。何もないのに、

もしあったら、必要だからというふうに条例をつく

ろうということではないと思うんで、それだったら

必要ないと思うんで、これは把握されてないという

のは、ちょっと答弁にはならんではないかと思うん

ですけども、どうでしょう。 

○委員長（伊藤  仁） 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 確かに数字は申し上げら

れないんですが、担当として、こういったものがあ

って、課税できなくて困っているという状況はあり

ます。 

○委員（奥村 忠俊） もう一回よろしいか。 

○委員長（伊藤  仁） 奥村副委員長。 

○委員（奥村 忠俊） 幾つかあるということで、す

るんですけども、それ、物すごい調査が必要になっ

てくるんではないかというような気がするんです

けどね、そういう調査を行って、費用がかかっても、

その価値は十分出てくるというふうに踏んでおら

れると、こういうことですか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） この改正については、地

方税法の改正に伴って、市の条例も改正するという

ことで、国の制度改正に伴うもので、豊岡市におい

ても、先ほどそういった事例があって、課税できな

いという状況もあるので、適正に課税していく、国

の法律に基づく、市条例に基づいて適正に課税して

いくという立場から、このような調査が必要だと考

えております。 

○委員（奥村 忠俊） よろしいです。 

○委員長（伊藤  仁） よろしいか。 

 ほか、ございませんか。 

 石津委員。 

○委員（石津 一美） 先ほどの一人も明らかとなら

ないということについて、ちょっと確認なんですけ

ども、この固定資産税については、やっぱり死亡届

は出ていないという限りということでよろしいで

すか。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） 実質、死亡されてから、

届けをもらってから調査となりまして、相続がどの

ようになっているか、相続される予定の方がもうい

らっしゃらなくなってしまっているとか、そういっ

たケースだと思われますので、死亡されてから調査

に入るということになります。 
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○委員長（伊藤  仁） 石津委員。 

○委員（石津 一美） 分かりました。だから、あく

までもやっぱり死亡届がない限りは、課税していく

いうことですよね。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） その場合でしたら、まだ

所有者がいらっしゃるということになりますので、

その方に課税をすることになります。 

○委員（石津 一美） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ７１ページのウのところです。

これも多分、事例があるから条文を変えるというこ

とじゃないと思うんですけど、ウの個人市民税にお

いて、新型コロナウイルス感染症特例法に定める指

定行事、指定行事というのは該当するもんが実際あ

るんですか、この豊岡の中で。今まででいいです、

今までの中で。 

○委員長（伊藤  仁） 答弁願います。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） この行事については、市

長が定めるというふうになってるんですけど、国の

ほうからの文書等を最近見ていますと、文部科学大

臣が指定した行事がありまして、そのものが、その

行事をホームページで公開されています。その行事

を豊岡市が指定するということにした場合は、ホー

ムページ等で公表することによって対象にするこ

とができるという文書が来ておりますので、今現在、

そういった国が指定する行事にイコールにするよ

うな考えですので、たくさんの行事があります。で

すから、大阪とか東京なんかでの文化活動、コンサ

ートなんかも対象になりますので、物すごく大きな

対象範囲と。そのまま国イコール豊岡市もそれを指

定した場合はなります。そのことについては、現在、

その方向で今検討しておるところでございます。 

○委員長（伊藤  仁） 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ということは、該当する可能

性があるという、要は、だから、その中で、市民が

そこに参加されていたら、中止になりましたよと。

その中止になったものが指定行事であったという

ことになると、この条文のような処理をしていただ

けるということですね。 

○委員長（伊藤  仁） 宮﨑税務課長。 

○税務課長（宮﨑 雅巳） そうですね、今後こちら

でまたお知らせしますので、それを見ていただいて、

払戻しをされてない場合には、申告の折に、控除の

対象になるという仕組みになっております。 

○委員（岡本 昭治） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。よ

って、第８２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 ここで、委員会を暫時休憩いたします。再開は１

０時３０分。 

   午前１０時２１分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時２８分 分科会開会 

○分科会長（伊藤  仁） ただいまより分科会を開

会いたします。 

 それでは、これより、イ、分科会の審査に入りま

す。 

 まず、報告第７号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第８号、令和２年度豊岡市

一般会計補正予算（第４号）を議題といたします。 

 報告第７号、専決第８号中、当分科会に審査を分

担されましたのは、所管事項に係る歳入歳出予算補

正についてであります。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明を、その後、組織順で各担当課から説明を願

います。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 
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 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、順次説明を願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） それでは、議案書の２ペ

ージをご覧いただきたいと思います。議案書の２ペ

ージでございます。専決第８号、令和２年度一般会

計補正予算（第４号）でございます。 

 本案につきましては、地方自治法の規定により、

議会を招集する時間的余裕がないということで、４

月３０日付で専決処分をしたものでございます。 

 今回の補正につきましては、コロナウイルス感染

症対策に係る国の第１次補正分の特別定額給付金

などの支援制度に伴うものでありまして、歳入歳出

それぞれ８２億２，５４９万８，０００円を追加し

て、総額５５６億５，１２８万４，０００円とした

ものでございます。 

 財源としましては、９ページ、１０ページをご覧

いただきたいと思います。財源のほとんどが国庫の

支出金となっておりますけども、収支調整の一般財

源としましては、最下段にあります財政調整基金を

３５７万円繰り入れることで収支の調整を行って

おるものでございます。 

 財政課につきまして、歳出はございません。 

 全体概要の説明は以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、太田垣総務

課長。 

○総務課長（太田垣健二） 議案書の１１ページ、１

２ページをご覧ください。まず、歳出のほうから説

明申し上げます。２款総務費、特別定額給付金支給

費ということで、額といたしましては８０億９，９

０４万３，０００円でございます。１２ページの右

側の説明欄をご覧ください。主立ったものにつきま

して説明させていただきます。まず、人件費ですけ

ども、この事務に当たります会計年度任用職員の報

酬でありますとか、通勤手当、あるいは正規職員の

時間外勤務手当ですとか、会計年度任用職員の期末

手当等々を人件費にここに計上させていただいて

おります。真ん中辺です。特別定額給付金支給事業

費ということで、主なものといたしまして、業務委

託料が２，２００万円ということで、これは支援シ

ステムの構築でありますとか、データを入力する作

業を委託料としてここで盛り込んでおります。それ

から、一番下段の交付金ですけども、８０億４，１

６０万円、これは２０２０年３月３１日時点の豊岡

市の人口に基づきまして、掛ける１０万円というこ

とでこの金額を計上しております。 

 次に、歳入でございます。９ページ、１０ページ

をご覧ください。真ん中、１６款国庫支出金でござ

いますけども、一番上です。総務費国庫補助金とい

うことで、８０億９，９０４万３，０００円、全額

この財源でもって、国費でもって財源を確保してい

るところでございます。 

 あと、情報提供であります。６月１１日、先週の

木曜日時点の支払い状況について申し上げます。申

請済み件数が３万３９８件、全体のこれ、約９１％

で、対象者別人数でありますけども、７万５，１０

０人、全体比９３．４％の申請をいただいている状

況であります。支払いのほうなんですけども、明日

の１６日の振込の分も含めまして、総額で７４億４，

９２０万円、全体の９２．６％の支払いまでこぎ着

けております。 

 私からは以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、承認すべきものと決定し

てご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。

よって、報告第７号、専決第８号は、承認すべきも

のと決定しました。 

 次に、報告第８号、令和元年度豊岡市繰越明許費

繰越計算書についてを議題といたします。 

 報告第８号中、当分科会に審査を分担されました
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のは、所管事項に係る部分についてであります。 

 当局の説明を求めます。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） １５ページをご覧くださ

い。報告第８号、令和元年度繰越明許費繰越計算書

でございます。 

 令和元年度から令和２年度に繰り越した額、こち

らが確定いたしましたので、ご報告するものでござ

います。 

 １６、１７ページと１８、１９ページにわたって

おりますが、１８ページ、１９ページをご覧くださ

い。令和元年度の３月の補正の段階におきまして、

繰越明許費としてお認めいただいた分ですけれど

も、今回、合計３０事業で、一番下段の計の欄、そ

れの１９ページの左端といいますか、ちょうど表の

真ん中ぐらいになりますけれども、翌年度繰越額、

これが１３億８，５８１万５，０００円ということ

でございます。 

 当委員会に所管する事業でございますが、１６ペ

ージ、１７ページをご覧いただきたいと思います。

款２総務費の固定資産評価審査委員会費３３万円

でございますが、こちらは、選管監査事務局の所管

でございまして、訴訟業務の委託料ということでご

ざいます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 質疑を打ち切ります。 

 特にご異議ありませんので、報告第８号は、了承

すべきものと決定をしました。 

 次に、第８７号議案、令和２年度豊岡市一般会計

補正予算（第６号）を議題といたします。 

 なお、第８７号議案については、先日議場で配付

された計数整理表により、補正の号数、補正前の額、

補正後の計に数字の変更がありましたので、ご留意

願います。 

 第８７号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出予算補正について

であります。 

 当局の説明は、まず、財政課から全体概要を含め

て説明を、その後、組織順で各担当課から説明を願

います。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は、説明が終わった後に一括して行います。 

 それでは、順次説明願います。 

 畑中財政課長。 

○財政課長（畑中 聖史） 議案書の１４８ページを

ご覧ください。第８７号議案、令和２年度一般会計

補正予算（第６号）でございます。 

 今、委員長からございましたとおり、本補正予算

は、第５号として提案しましたが、後にコロナウイ

ルス感染症対策予算を第６号として提案し、先にこ

ちらを議決いただきましたので、第６号となるとい

うことでございます。 

 計数整理後としまして、歳入歳出それぞれ１億７，

０４５万５，０００円を追加し、総額を５６３億７，

３７３万９，０００円とするものでございます。 

 当委員会に関する歳入でございますが、１５８ペ

ージをご覧いただきたいと思います。今回の補正の

財源といたしまして、一番上にございます普通交付

税、これを１，３１２万５，０００円増額すること

により財源調整をいたしております。 

 財政課の歳出はございません。 

 全体の概要説明は以上でございます。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、若森政策調

整課参事。 

○政策調整課参事（若森 洋崇） １６３ページ、１

６４ページをご覧ください。 

○分科会長（伊藤  仁） はい、どうぞ。 

○政策調整課参事（若森 洋崇） 総務費、総務管理

費、一番上の行、一般管理費でございます。行革推

進事業費で、通信運搬費と事業用備品でございます。

持ち運びできるパソコンを購入するとともに、イン

ターネット環境を整える携帯型のＷｉ－Ｆｉ機器

を導入したいと考えております。各課の事務の課題

であったり、各課の事務を効率化するための手法と
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かを、パソコンを用いて各課で説明して、課題の解

決とか、ＩＣＴツールの活用を促したいと考えてお

ります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（伊藤  仁） 続きまして、井上政策調

整課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 歳入についてご説明

いたします。１５９ページ、１６０ページをご覧く

ださい。 

○分科会長（伊藤  仁） はい、どうぞ。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 一番上段になります、

一般寄附金１００万円でございます。市内の企業１

社から地方創生事業に関することということで寄

附を受けたものでございます。以上です。 

○分科会長（伊藤  仁） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） ご異議なしと認めます。

よって、第８７号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上で委員会に付託、また、分科会に分担されま

した議案に対する審査は終了しました。 

 ここで、委員の皆さん、当局の皆さんから何かあ

りましたらご発言願います。 

 はい、どうぞ。 

○委員（木谷 敏勝） さっきの１０万円のやつね、

あと９２％のあと８％、一般質問のほう、いろいろ

出とったけど、どの辺を、１００％は無理にしても、

どの辺、今月いっぱいでほぼ市民に行き渡る。 

○分科会長（伊藤  仁） 答弁願います。 

○総務課長（太田垣健二） 一応、今の申請書が出て

くるイメージなんですけど、毎日二、三百通ずつ、

ぽろぽろ出てきてます。ですので、これが多分、今

月末付近になると、かなり９６、７ぐらいまではい

くのかなという感じです。ただ、１００％目指せと

厳命されておりますので、その後は徐々に潰してい

きたいと思ってます。 

○分科会長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） ちょっと一般質問のときでも

お話しというか、確認してたと思うんですけど、い

ろんな事業が出てきております。それを市民の方に

きちっと周知していただくようにという話でお伝

えしてたと思うんですけど、５月１日に出しておら

れた一覧表がありましたですね、防災課のほうなん

ですけども、それの改訂版じゃないんですけども、

追加版みたいなものを今後出される予定があるの

かどうか、確認をさせていただきます。 

○分科会長（伊藤  仁） 答弁願います。 

 防災監。 

○防災監（宮田  索） ５月１日に出した全てのと

いうか、一覧という形になっているんですけれども、

今のところ、あれを出すほど大きな変更というのが

まだ今のところ見られないと考えておりますので、

もう少し大きな変更というのが出てきたら、そのと

きに考えたいと思っております。 

○分科会長（伊藤  仁） よろしいですか。 

 岡本委員。 

○委員（岡本 昭治） 大きな変更というのは、結構

既にあるような感じもするんですけども、これから

出てくる、既に出ているＳＴＡＹ豊岡とか、ＥＡＴ

豊岡だとか、それと、子供たちの、ちょっと正式名

は分からないんですけども、ああいうものも出すこ

とよって大分周知がされるのかなと。それだけでは

当然、市民の方に全て網羅するかというと、できな

いとは思うんですけども、やっぱり一つの大きな手

段だろうなと思いますので、これも一般質問で申し

上げたように、防災課のほうでつくられたというこ

とで、格段に多分経費も安くしていただいているん

じゃないかなと思いますので、ぜひそういうことも

検討していただきたいなということを要望してお

きます。 



 16 

○分科会長（伊藤  仁） ほか、ございませんか。 

 当局、ないですね。 

 それでは、ここで当局の皆さんは退席していただ

いて結構です。大変お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

   午前１０時４５分 分科会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４５分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 委員会を再開いたします。 

 これより、（２）意見、要望のまとめについて、

ア、委員会意見、要望のまとめに入ります。 

 休憩前に当委員会に審査を付託されました案件

の審査は終了しました。 

 ここで委員会意見、要望として委員長報告に付す

べき内容について協議をしたいと思います。何かそ

のような事例がありましたら、お答えください。 

 暫時休憩いたします。 

午前１０時４６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時４７分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 委員会を再開いたします。 

 特に意見等はないようですので、また委員長、副

委員長でそのように配慮して処理させていただき

たいというふうに思います。そのように決定してご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ここで、委員会を暫時休憩

します。 

   午前１０時４７分 委員会休憩 

──────────────────── 

   午前１０時４７分 分科会再開 

○分科会長（伊藤  仁） 分科会を再開いたします。 

 これより、分科会意見、要望のまとめに入ります。 

 休憩前に当分科会に審査を分担されました案件

の審査は終了しました。 

 ここで分科会意見、要望として予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。何かそのような委員長意見に付すべき内容は

あったでしょうか。 

○委員（木谷 敏勝） これは別にあれだったけど、

その他のあれで、彼が言った、いわゆる執行せんな

ん１０万円のことも含めて、もちろん申請が来なか

ったら申請を促し、できるだけ１００％に近づける、

しかも早急に引き続き取り組んでほしいというの

や、それから、そういうことも含めて、まだ申請さ

れてない方は早めに早く申請してくださいとか、あ

るいは、ＳＴＡＹ豊岡だとか、何たら何とかいう、

そういう施策を市民にもっと知ってもらうために

広報をしっかりやって、漏れのないようにしてもら

いたいみたいなところちゃうん。 

○分科会長（伊藤  仁） そのようなご意見がござ

いますが。 

○委員（木谷 敏勝） １０万円の分は、ここが所管

のだし、あとはそれに付随してＳＴＡＹ豊岡だの、

ＥＡＴ豊岡だとか、ああいう同じようにこういうの

も……。 

○委員（岡本 昭治） ＰＬＡＹ豊岡もあります、子

供たちの、ＰＬＡＹ豊岡ですね。 

〇委員（奥村 忠俊） ここの総務委員会の担当の分

は……。 

○委員（木谷 敏勝） 担当の分はどうか、そこはち

ょっとあれしといてくださいな。でも、とにかく市

民に周知することをして……。 

○分科会長（伊藤  仁） 今、定額給付金の１０万

円の話ですね。 

○委員（足田 仁司） １０万円も全て周知しての、

なお出さない、出せない人がいるとしたら、もう個

別に掘り起こすぐらいせんと……。 

○委員（嶋﨑 宏之） それは後の段階でやるとして

……。 

○委員（木谷 敏勝） だから、周知もし、漏れのな

いようなあれをしていただきたいと。ほんで、所管

はどうなるか分からへんけども、岡本さんが言っと

んなったように、いろんな今施策が出とって、元気

つけようというのもあるんだから、それも含めて、

周知というのが物すごい大切だというのを正副委

員長でまとめてもらったら。 

○分科会長（伊藤  仁） 分かりました。はい、は
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い、はい。 

○委員（木谷 敏勝） 皆さんの思いちゅうのはそこ

ですね。 

○委員（岡本 昭治） 一つの方法だけじゃなくて、

先ほど申し上げたように、いろんな手段を使ってや

っぱり周知してもらうというのが大事かなと。私は

もうこれしか見ないみたいな人もおられるし、スマ

ホで見れる人もおるし。 

○委員（木谷 敏勝） だって、ホームページが分か

りにくいもん。今の支援というんだったら、ばあん

というのをやっぱり、コロナ何とかから引いていか

んなんみたいなんだし、分かりにくいわ。 

○委員（嶋﨑 宏之） ちょっと確かにホームページ

は何でもかんでもホームページに載せとるとかな

んとか言って逃げとるけど、あんなのごっつい見に

くい。もっとホームページ改良せんと、あんなもん

一回見たら誰も見んようになっちゃう。 

○委員（足田 仁司） 自分に使える制度がどれかな

というのが分かるように、細かいとこずうっと並べ

られても分からへん。 

○委員（嶋﨑 宏之） もっと大きな字で簡潔明瞭に

ぱっぱっと表現してもらわんと。 

○委員（奥村 忠俊） 時々、いろんな種類のものを

書いたやつもらったりするけど、それでもなかなか

分かりにくい。 

○委員（木谷 敏勝） うちは総務委員会だけえ、全

般にわたってちらっと絡めて、１０万円のを絡めて。 

○委員（足田 仁司） あくまで１００％を目指して

ってしますか。 

○委員（木谷 敏勝） 無理にしても、それ、目指せ

と。努力してほしいと。 

○委員（嶋﨑 宏之） 多分、定額給付金は九十何％

……。そしたら九十何％までいって、あとの僅かに

なったら、もう個人別に打診すると思うけど。それ

やっていかんと１００になれん、１００に限りなく

近づけないかんから。 

○委員（奥村 忠俊） あと残ってるのは、さっき９

０……。 

○委員（木谷 敏勝） ２って言った。 

○委員（奥村 忠俊） ２だったな。 

○委員（木谷 敏勝） ９２．何ぼだったな。 

○委員（足田 仁司） あくまで申請があったのはと

いう。 

○委員（奥村 忠俊） 申請があって。しかし、お金

が行ったかどうかは別だけえな。 

○委員（木谷 敏勝） お金払ったんが９２、９１が

申請、どっちかだった。 

○委員（足田 仁司） ９１と……。 

○委員（木谷 敏勝） ９１が申請で、９２が……。 

○委員（嶋﨑 宏之） ２．６が……。 

○委員（木谷 敏勝） 払った……。 

○委員（嶋﨑 宏之） そうそうそう。 

○委員（奥村 忠俊） 何で。申請のほうが少ないの。 

○委員（木谷 敏勝） それは、申請で２人、３人…

…。 

○分科会長（伊藤  仁） 申請があって、申請した

の人の１００％、まだ振り込んでないということ。 

○委員（嶋﨑 宏之） まだ振込ができてない。 

○分科会長（伊藤  仁） 申請が１００としたら９

２％しか。 

○委員（木谷 敏勝） 限りなく１００に近いいうん

か、市民の皆さんに漏れがないように、併せて、と

にかく施策の周知も、掘り起こしてでもやってほし

いみたいな。 

○委員（足田 仁司） 絶対できんいうのがあったら、

それを除いて１００を目指す。 

○委員（木谷 敏勝） 絶対９８ぐらいで止まると思

う。絶対１００はいかん。 

○分科会長（伊藤  仁） 病院行っとる人とか……。 

○委員（奥村 忠俊） 中には要りませんいう人がお

るかも分からんけえね。 

○委員（岡本 昭治） それは要らんところにカウン

トしとけばいいんでね。 

○委員（奥村 忠俊） そういう人もあるわな。 

○委員（足田 仁司） 分母から外していけるのは外

せばいい。 

○委員（奥村 忠俊） その点だけでええでしょうな。 

○委員（木谷 敏勝） そこら辺をまとめて、出た意
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見もそれしかなかったという。 

○委員（奥村 忠俊） 委員長、ほんなら、そうしま

しょう。 

○分科会長（伊藤  仁） 今、定額給付金について、

極力１００％を目指して努力をせえということの

意見が出ておりました。案文につきましては、委員

長、副委員長にお任せいただきたいと思いますが、

それでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（伊藤  仁） では、そのようにさせて

いただきます。 

 以上で分科会を閉会いたします。 

   午前１０時５４分 分科会閉会 

──────────────────── 

   午前１０時５４分 委員会再開 

○委員長（伊藤  仁） 委員会を再開いたします。 

  これより、３、協議事項、（３）閉会中の継続

審査の申出についてに入ります。 

 資料５ページにあります委員会重点調査項目を

閉会中の継続調査項目として、議長に対して申し出

たいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定をさせていただきます。 

 ４、その他に入ります。 

 その他、委員の皆様から何かあれば、お願いをい

たします。 

 嶋﨑委員。 

○委員（嶋﨑 宏之） 常任委員会も、それから特別

委員会もそうなんだし、そのほかの委員会に関して

もそうなんだけど、今年、新型コロナの影響で、管

外視察、あるいは管内視察というのがもう全くでき

ない状態で、それはうちらの市議会だけじゃなしに、

全国市議会、同じようなことになってるんだけども、

この辺が、充ててたのが５月はもう終わってしまっ

たし、あと、充てられるのが大体７月だったんだけ

ども、その７月もちょっと状況を見ながらというこ

とになってしまうんだと思うんだけども、方向とし

ては、それはここで決めても仕方ないんだけども、

方向としてはどういうふうな方向を考えているの

か、それは議会全体で、あるいは議運なり、ほかで

考えているんかどうかも分かりません。あるいは会

派幹事長会で考えているのか分からんけども、その

辺の情報がまだ何も入ってこないんで、常任委員会、

あるいは特別委員会は別にして、特に常任委員会に

関してはどういうふうに考えてる。 

○委員長（伊藤  仁） 議運のほうで話をしまして、

今期というのが１１月までの今期については、もう

なしということで、議運のほうでは結論が出ました。 

○委員（嶋﨑 宏之） 分かりました。 

○委員長（伊藤  仁） ほか。 

 兵庫県で一絡みでされちゃいますのでね。但馬県

なら別ですけども、兵庫県で一つにされちゃいます。 

 そのほか、特にご発言ありませんでしょうか。 

 はい。 

○委員（奥村 忠俊） 佐伯さん、こっちの議会のほ

うには、他の市町からの視察もやっぱり全然ないん

でしょ。 

○事務局主幹（佐伯 勝巳） ないです。 

○委員（奥村 忠俊） やっぱりそうだね。 

○委員（嶋﨑 宏之） あってもキャンセル、お断り

やな。持ち込まない。 

○委員（奥村 忠俊） そうですね、そういうことに

なっては困ると思う。 

○委員（嶋﨑 宏之） 三原則やな。持ち込まない、

つくらない……。 

○委員（奥村 忠俊） 特に但馬は感染者が出ないい

うとこやから。 

○委員長（伊藤  仁） 但馬県を作ってもらわんと

な。ほかにございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（伊藤  仁） 以上をもちまして、総務委

員会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１０時５７分閉会 

──────────────────── 

 


